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						トップ > 藤本史料ピックアップ > 空海
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						空海（くうかい、774年〈宝亀5年〉- 835年4月22日〈承和2年3月21日〉）は、平安時代初期の僧。能書家でもあったが、遣唐使として中国に渡った際に寺社から影響を受けたといわれ、帰国後に数多くの扁額（へんがく）を作成している。その力感あふれる筆法が、日本のタイポグラフィーの始まりであるという説がある。





『弘法大師（空海）像』(慶應義塾ミュージアム・コモンズ 所蔵) 「慶應オブジェクトハブ 収録」

(https://cultural.jp/item/keioobjecthub-1630)

						

					登録日：2023-01-09　投稿者：やんくり
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	カテゴリ名	藤本史料ピックアップ
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